
　

こ
れ
ま
で「
広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
」で

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
、
高
度
情
報
基
盤

整
備
工
事
の
施
工
業
者
が「
京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
」に
決
定
、

12
億
９
３
８
４
万
円
で
契
約
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、本
事
業
の
管
理
運
営
会
社「
東
海
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
※
」は
、
本
社
を

千
頭
西
区
に
置
き
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
※
東
海
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

は
本
事
業
の
運
営
を
行
う
優
先
交
渉
権
者
と
決
定

し
て
お
り
、
正
式
に
は
施
設
完
成
後
に
町
と
契
約

を
締
結
し
確
定
し
ま
す
。）

　
工
事
内
容
は
３
種
類

　
平
成
26
年
度
中
に
施
工
す
る
高
度
情
報
基
盤
整

備
の
工
事
内
容
は
、
次
の
３
種
類
の
工
事
と
な
り

ま
す
。

①�

幹
線
・
支
線
敷
設
工
事
、
中
継
局
新
設
工
事

　
町
内
の
光
区
域
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
の
幹
線
・
支

線
の
敷
設
工
事
※
を
行
い
、
無
線
区
域
で
は
通
信

を
確
保
す
る
中
継
基
地
局
の
新
設
工
事
を
行
い
ま

す
。（
※
敷
設
工
事
…
電
柱
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置

す
る
工
事
。）

②
引
き
込
み
工
事

　
引
き
込
み
工
事
は
、
光
区
域
で
は
住
宅
近
く
の

電
柱
に
架
か
る
光
ケ
ー
ブ
ル
を
住
宅
内
に
引
き
込

む
た
め
に
行
い
ま
す
。
工
事
は
主
に
高
所
作
業
車

や
梯
子
を
用
い
て
住
宅
の
外
壁
に
取
り
付
け
る
収

納
箱（
光
成
端
箱
）ま
で
光
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込
み

ま
す
。（
住
宅
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
留
具
を
外
壁
に
取
り
付
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
無
線
区
域
で
は
住
宅
に
無
線
中
継
局
か
ら
の
無

線
を
受
信
す
る
受
信
用
ア
ン
テ
ナ
と
受
信
機
を
設

置
し
ま
す
。

③
宅
内
配
線
工
事

　
光
区
域・無
線
区
域
と
も
に
宅
内
配
線
工
事
は
、

告
知
端
末
用
の
屋
内
用
光
ケ
ー
ブ
ル
を
配
線
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
住
宅
内
で
の
工
事
と
な

る
こ
と
か
ら
、
立
ち
会
い
が
必
要
で
、
作
業
時
間

は
２
時
間
前
後
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
内
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込
む
た
め
、
壁

に
貫
通
口
を
開
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
確
認（
同
意
）を
い
た
だ
い
て
行
い
ま
す
。

　
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
分
か
り
や
す
い
説
明

と
、
進
捗
状
況
を
引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】　�

企
画
課  

・
広
報
情
報
室

　
　
　
☎（
56
）２
２
２
１

～高速通信が可能な無線を活用した
　　　新たな高度情報基盤の整備構想～

住民サービス向上のために
Vol.5

高
度
情
報
基
盤
整
備
工
事
が
始
ま
り
ま
す
!!

※上記写真は
　イメージです。

問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神
かん

東
とう

美
み

希
き

　☎（58）7077

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 12



生
活
健
康
課
・
健
康
室
☎（
56
）２
２
２
２

川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

「水と森の番人が創る癒しの
里」を謳う川根本町にはそ

の名の通り、温泉・森林・茶畑など、
たくさんの癒しの空間が存在し
ます。私たちエコツーはそれらに
着目し、寸又峡をフィールドにし
た「森林療法」という癒しのエコツ
アー（１泊２日）を平成22年から
行っています。

このツアーの核となるのが「森
の案内人」と呼ばれるガイド

の存在。森の中へお客様を案内し、
自然に触れながら呼吸法や自律訓
練などのプログラムを通して五感
を解放し、癒し効果を高めるお手
伝いをする人のことです。

今年度は案内人になるための
養成講座（計４回）を開催し

ています。７月19日（土）には16
名の方が受講され、コミュニケー
ションやカウンセリングについて
の講義と実習を行いました。

なぜこういった内容が必要か
というと、案内人にとって「お

客様に寄り添う」ことが一番大切
だからです。植物や温泉に関する
知識はあるに越したことはないで
すが、それよりも大切なのは「聴
く」こと。

森林療法に参加するのは心に
病を抱えた人だけではあり

ません。毎日を忙しく過ごしてい
たり、ストレスを抱えて疲れてい
たり…どこにでもいそうな人たち
が大半です。彼らはちょっとだけ
日常を忘れ、非日常に身を置きた
くて、癒しを求めてやって来るの
です。

森の中をゆっくり歩いている
と、お客様の心と体は徐々に

解放され、自分のことを話し出し
ます。森の案内人は、ただ一緒に居
て話を聴く（聞くではなく聴く）。
心を込めて相手の身になって聴

く。相手の話を否定・批判すること
なく聴く。「それだけでいいの？」
と思いますが、これが想像以上に
難しいのです。

お客様は温泉で、食で、森で癒
され、最終的には「人」に癒さ

れて帰っていきます。この森林療
法ツアーをもっと普及させて、川
根本町が本当の意味での「癒しの
里」になることを目指します。

巨木に抱きついたり触れたりする
ことで、木の生命力を感じます

エコツーリズム推進
事業の地域コーディ
ネーター。川根本町
エコツーリズムネッ
トワークの事務局を
担当。５代目緑のふ
るさと協力隊員。
愛媛県出身。

神
か ん

東
と う

 美
み

希
き

さん
問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神

かん
東
とう

美
み

希
き

　☎（58）7077

　
「
い
い
歯
キ
ラ
リ
番
人
の
歯
コ
ン

ク
ー
ル
」が
７
月
24
日
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
満
70
歳

以
上
の
21
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
厚
生
労
働
省
と
日

本
歯
科
医
師
会
で
行
っ
て
い
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
８
０
２
０
運
動（
80
歳
に
な
っ
て

も
20
本
、
自
分
の
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
）

の
一
環
と
し
て
川
根
本
町
も
榛
原
歯
科
医

師
会
の
協
力
を
得
て
高
齢
者
の
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
審
査
委
員
は
、
渡
辺
歯
科
医
院
の
渡

辺
克
也
歯
科
医
師
に
お
願
い
し
、
金
の

部（
80
歳
以
上
）銀
の
部（
75
歳
か
ら
79

歳
）、
銅
の
部（
70
歳
か
ら
74
歳
）の
各
部

門
に
分
か
れ
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
第
１
位
は
、
金
の
部 

山

口
敎
平
さ
ん（
藤
川
）、
銀
の
部 

大
村

哲
男
さ
ん（
千
頭
東
）銅
の
部 

山
本
綾

子
さ
ん（
梅
高
）が
輝
き
ま
し
た
。

　
歯
の
本
数
は
、
親
知
ら
ず
を
含
め
て

上
下
で
32
本
で
す
が
、
そ
の
全
部
が

残
っ
て
い
た
方
も
お
り
ま
し
た
。（
金
の

部
最
高
31
本
小
西
學
さ
ん
、
銀
の
部
最

高
32
本
大
村
哲
男
さ
ん
・
銅
の
部
最
高

30
本
山
本
綾
子
さ
ん
）

　

渡
辺
克
也
歯
科
医
師
か
ら「
口
内
の

健
康
が
か
ら
だ
全
体
の
健
康
に
繋
が
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
な
歯
を
保
っ

て
健
康
な
生
活
を
送
り
、
来
年
も
皆
さ

ま
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
い
歯
☆
キ
ラ
リ
☆
番
人
の
歯
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
発
表

い
つ
ま
で
も「
自
分
の
歯
」で
生
活
を
！

シーズン３

金の部
第１位　山口敎平（88歳）
第２位　登澤チヨ（84歳）
第３位　小西　學（81歳）
奨励賞　�長濱辰巳 (81歳 )�  

森下綾子（82歳）、嶋とし (83歳 )�  
山田　護（82歳）、坂本一雄（81歳）

出場者８名全員の方が8020を達成しました。
銀の部
第１位　大村哲男（78歳）
第２位　中村　清（76歳）
第３位　髙本親義（76歳）
奨励賞　�橋本　勉（77歳）�  

澤口市衞（76歳）、石間勇（75歳）
出場者６名全員の方が7520を達成しました。
銅の部
第１位　山本綾子（74歳）
第２位　中澤由紀子（74歳）
第３位　佐藤福美（73歳）
奨励賞　�山田賢二（70歳）�  

池下愛子（73歳）、藤田正好（73歳）�  
梶山昭一（74歳）

出場者７名全員の方が7020を達成しました。

【審査結果】
（※敬称略）
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